
県有環境林の伐採について（案）

令和４年７月23日
兵庫県環境部環境政策課
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～北摂里山地域循環共生圏の実現に向けて～
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北摂里山地域循環共生圏の目指す姿



宝塚市西谷地区の
県有環境林 ・伐採

・チップ化

チップ搬出

バイオマスボイラー

宝塚市内の庭木

チップ供給

森林管理剪定枝搬入
（販売）

剪定枝
代金

事業スキーム（案）
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運営：(一社)徳島地域エネルギー

✓ 森林の伐採、チップ化、コンテナ
への積込みは林内で実施

✓ 作業車は林内に常駐（頻繁に公道
を走ることはない）

✓ バイオマスラボ（神戸市北区）
では、県有環境林チップの仮置
き、チップ乾燥

Hyogo Prefectural Government

チップ乾燥設備
（バイオマスラボ）

拠点：神戸市北区
業務：県有環境林チップ一部受入、

チップの乾燥

剪定枝用土場
拠点：宝塚市西谷地区

(検討中)
業務：剪定枝の受入、

チップ化

✓ チップ運搬コンテナ車両（4t車
両）の往復は１日１台程度

✓ チップ運搬コンテナ車両（4t車
両）の往復は１日１台程度

チップ供給

✓ 燃焼試験を実施

木質バイオマス有効利用の事業モデル



県有環境林伐採区の検討①

⚫ 2022年４月に県有環境林すべて
のクラスターについて現地調査を
実施。

⚫ 伐採区の検討にあたり、以下の要
素について分析
① 土地境界の状況
② 森林の状況
③ 施業のしやすさ
④ 住民生活への配慮

⚫ 森林伐採の施業方法等について再
度整理。
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県有環境林伐採区の検討②

⚫ 県有環境林の伐採にあたり、各クラスターを調査。
⚫ 調査結果の概要は下表のとおり。
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下佐曽利 波豆 長谷 大原野１・２

樹種 •コナラ主体 •コナラ、アカマツ •コナラ、アカマツ •コナラ、アカマツ

土地境界
の状況

•土地境界は不明瞭 •土地境界は不明瞭
•土地境界は比較的明
確

•土地境界は不明瞭

森林の状
況

•傾斜は中程度
•土場の適地なし

•傾斜は中程度
•土場の適地なし
•一部保安林あり

•傾斜は緩い
•土場の適地なし
•砂防指定地あり

•傾斜は中程度
•土場の適地なし
•一部保安林あり

施業のし
やすさ

•作業道の開設は可能
だが、公道からのアク
セス困難

•進入路が狭く、公道
からのアクセス困難

•公道からのアクセス
は容易

•進入路が狭く、公道
からのアクセス困難

住民生活
への配慮

•周囲に人家・農地が
多い
•市民利用施設なし

•周囲に人家と農地が
多い
•市民利用施設なし

•区域内にボーイスカ
ウト施設あり
•人家が極めて近接

•周囲に農地が多い
•区域内に宝塚自然の
家の散策道あり



県有環境林伐採区の検討③
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大原野３ 境野 玉瀬１ 玉瀬２・３、切畑

樹種 •コナラ、アカマツ •コナラ、アカマツ •コナラ、アカマツ •アカマツ主体

土地境界
の状況

•土地境界は不明瞭 •土地境界は不明瞭
•土地境界は比較的明
確

•土地境界は一部不明
瞭

森林の状
況

•傾斜は中程度
•土場の適地なし

•傾斜は中程度
•土場の適地なし

•傾斜は中程度
•土場の適地あり
•一部保安林あり

•比較的急斜面が多い
•土場の適地なし
•玉瀬２・３に一部保安
林あり

施業のし
やすさ

•公道からのアクセス
が比較的難しい

•進入路が狭く、公道
からのアクセス困難

•公道からのアクセス
が容易

•全般的に急峻
•公道からのアクセス
が比較的難しい

住民生活
への配慮

•西谷の森公園あり •周囲に人家が多い
•区域内に近畿自然歩
道あり
•周囲に人家なし

•玉瀬２区域内に丸山
湿原あり
•玉瀬３区域内に宝塚
北SAあり
•周囲に人家なし



県有環境林伐採計画

【伐採計画図】
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県有環境林伐採計画

【年度別伐採スケジュール（予定）】

作業道開設 伐採箇所 伐採実面積 伐採材積

2022年度 3,000ｍ 第1団地 8.34ha 750ｍ３

2023年度 1,550ｍ 第1～3団地 8.34ha 750ｍ３

合計 4,550ｍ 16.68ha 1,500ｍ３

【伐採の考え方】

伐
採
区

伐
採
区

伐
採
区

作 業 道

伐
採
区

伐
採
区

伐
採
区

伐
採
区

5ｍ

50ｍ

50ｍ

15ｍ

5ｍ15ｍ

⚫ 森林の伐採は、作業道延長方向15mごとに幅５
ｍ程度、奥行き50ｍ程度の細長い伐採区を設定。
傾斜の緩い区域は幅10～20ｍの伐採試験区も
設定し、生育状況を確認。

⚫ 高木性樹種（コナラ、クヌギ、アカマツ、ヤマ
ザクラ等）の稚樹や小径木（樹径10cm以下）を
除き、大径の有用樹等は伐採し、森林の若返り
を促進。

⚫ 森林の更新は、天然更新を基本とし、必要に応
じて現地で採集した種子による苗木の植栽、鳥
獣被害防護柵の設置を検討。

⚫ カシノナガキクイムシに加害された樹木は、伐
採区でなくとも、蔓延防止のため伐採し、被害
の拡大防止を図る。
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県有環境林伐採計画

【作業道の開設】

【施業・集材の方法】
⚫ 高木性樹種（コナラ、クヌギ、アカ

マツ、ヤマザクラ等）の稚樹や小径
木（樹径10cm以下）は積極的に保存。

⚫ 集材は、フェラバンチャーのグラッ
プルで木をつかみ、引きずり出す。
グラップルが届かない範囲は付属ウ
インチで地引きして集材。

⚫ 集材した木材は、フォワーダに積込
み、チッパーまで移動。

⚫ 作業道は、幅員2.5ｍ程度とし、軽トラックが走行可能
な15％以内の勾配で開設。

⚫ 作業手法は「表土ブロック工法」で実施。
⚫ 排水施設は、基本的に素掘り横断排水工を採用。作業

終了後の排水管理は特に入念に排水路の点検を実施。
⚫ 開設した作業道は、伐採木の搬出はもちろん、その後

の更新作業、管理作業、市民のレクリエーションへの
活用を想定。

⚫ ハイカー等から森林破壊であると誤解されないよう、
作業エリア入口付近に森林の若返りを図る目的である
ことをPRする看板を設置。

⚫ ため池等に影響がないよう、配慮して施業

【表土ブロック工法の模式図】

【フォワーダへの積込み】

【フェラバンチャーによる伐採】
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県有環境林伐採計画

【チップ化などの作業】

【コンテナの運搬】

⚫ 極東開発工業(株)［西宮市］が、フックロー
ル車に搭載するコンテナシステムを開発。

⚫ 林内からのチップ搬出は、当面は１日１回程
度となる予定。

⚫ 搬送中はコンテナにシートをかけてチップの
飛散を防止。

⚫ 伐採木のチップ化は林内の作業道起点スペー
スに移動式チッパーを設置し、コンテナに直
接投入。

⚫ 作業道起点付近に管理土場を設置し、コンテ
ナ、大径木材の仮置き、作業用機械の仮置き、
整備点検スペースとして使用。

⚫ 林内作業期間中は事故防止のため立入禁止の
看板を設置するとともに、作業道入口には説
明看板を設置。 【チップ化のイメージ】

※実際はコンテナに直接投入します

【コンテナ運搬車】
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北摂里山地域循環共生圏の発展に向けて

【バイオマスラボ】

⚫ (一社)徳島地域エネルギーが神戸市北区有野町に
「バイオマスラボ」を建設中。（令和４年11月
開設予定）

⚫ バイオマスラボを拠点に、概ね50kmの範囲でバ
イオマスボイラー向けのチップを供給。
安定的なチップ品質の供給システムについて2022～
2023年度にNEDOの実証事業を実施中。

⚫ 施設では、木質バイオマスボイラーやチップ乾燥
システムの展示・実演を行うとともに、伐採によ
る里山の保全、木質バイオマス熱の利用方法など
を見学者に紹介し、エネルギーの地産地消につい
て総合的に伝える環境教育を実施。

【バイオマス研修】 【チップ乾燥システム（イメージ）】

バイオマスラボ
（神戸市北区）

西谷地区
県有環境林

概ね50km圏内
（供給エリア）

姫路市

丹波市

神河町
多可町

市川町

福崎町
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西谷地区の交流人口増にむけて①

【ひょうご里山フェスタ2022への出展】
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◼ 開催日時
令和４年１０月３０日（日） 9：30～15：00

◼ 開催場所
兵庫県立丹波並木道中央公園

◼ 主催
兵庫県 ・ 丹波篠山市 ・ (公社)兵庫県緑化推進協会 ・ (公社)ひょうご農林機構

◼ 協力
兵庫県森林ボランティア団体連絡協議会・ひょうご森のインストラクター会 ほか

◼ 参加予定者
3,000 人

⚫ 県民総参加の森づくりの理念のもと、他
地域との交流を進めるため、「ひょうご
里山フェスタ2022」への参加を検討。

⚫ ブース出展を通じ、西谷地区の魅力発信、
関係人口の創出・拡大を図る契機として
PRする。



西谷地区の交流人口増にむけて②

【里山の再生×ローカルSDGsのモデルづくり】
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⚫ 西谷地区の豊かな自然を見直し、人の集う
里山林として再生する。

⚫ 海外からの化石燃料に頼らないエネルギー
地産地消の拠点として、脱炭素社会（ロー
カルSDGs）のモデルを作る。

⚫ 将来的な雇用の場の創出を目指す。
交流事例（里山林整備体験）

西谷地区を将来の目指すべき社会
のひとつのモデルに！

この地域で目指したいこと

雇用創出のイメージ

⚫ 西谷地域で行われている地域活性化
の取組と融合

必要な地域力


